
さまざまな社会生活に広がるバリアフリー化

日立グループにおけるバリアフリーデザイン
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バリアフリーデザインの

目標

バリアフリーデザインの目

指すものは,家庭から公共ま

でのさまざまな社会生活の場

面で,一人でも多くの人が使

いやすい製品･システムを開

発,提供することである｡

わが国の高齢者人口は,2015年には全体の25%を占めると予想されている｡このような超高齢社会を迎えるにあたり,高齢

者や障害者にも使いやすい製品･サービスの開発が求められている｡米国から起こったバリアフリーデザインの潮流はわが国

にも広がり,最近ではさらにその上位概念としての｢ユニバーサルデザイン(すべての人々にとって使いやすいデザイン)+の考

え方に進化しつつある｡また,国や業界のレベルでも,法制化や,家電･情報機器などのJIS(日本工業規格)化によるバリアフ

リーの基準づくりの動きが顕著になってきた｡

こうした社会背景の中で,日立グループは,家庭,住宅,駅,空港,公共施設からコミュニケーション分野まで,ユーザー

の多様化する生活の場で,偉いやすい製品･システムを開発し,提供している｡このようなバリアフリー製品･システムの開

発のためにはそのプロセスの確立が重要であり,特にユーザーニーズの調査やユーザーによる使い勝手の評価は,今後いっそ

う不可欠なものとなってくる｡

はじめに

わが国の高齢者人口は,2015年には全体の25%を11てめ

ると予想されている(図1参照)｡これは,他の先進諸国

に例を見ないスピードによる超高齢社会の到来である｡

また,1996年調査では,身体障害者数も294万人と,

1965年に比べて約3倍の増加となっている(図2参照)｡こ

のような社会背景から,メーカーには,｢バリアフリーデ

ザイン+や｢ユニバーサルデザイン+と呼ばれる,高齢者･

障害者にも使いやすい製品･サービスの開発が求められ

ている｡

日立グループは,ユーザーの多様化する生活の場に対

して,バリアフリー製品･システムを開発し,提供して

いる｡このような製一打-･システムの開発には,そのデザ

インプロセスと手法の確立が重安である｡

ここでは,バリアフリーデザインの一般的概念,社会

的な広がl),口立グループのバリアフリー製品への収組

み,バリアフリーデザインのプロセス事例とそのポイン

トについて述べる｡

バリアフリーデザインの一般的概念

｢バリアフリー+という考え方の潮流は建築界から起こ

り,障害者のハンディキャップを解消する方法の一つと

して,物理的環境でのバリアフリー(障確除去)の考え方
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図1わが国の高齢者人口割合の推移と予測

高齢者は65歳以上を指す｡2015年には,この層が全体の25%を

占めるものと予測される｡
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図2 わが国の身体障害者人口割合の推移と予測

身体障害者数は.1996年で1965年の約3倍の294万人となった｡

が1960年代の米国で車祝されるようになったのが皮切り

である｡その後,障害者のアクセシビリテイ(出人り)

を高めるための建築基準が各国で定められるようにな

った｡

この建築物でのバリアフリーの基準化の動きは,その

後,道路,交通,住宅へと広がり,商品やサービスでも

バリアフリーデザインの考え方を耽り入れるようになっ

てきた｡対象も,障害者だけではなく,高齢者なども配

慮されるようになりつつある｡

さらに,1990年に,米国のロナルド･メイス(元ノー

口□□□

ロロロロ

ロロロロ

入り口

建物

スロープをデザインする｡

建物

口□□□

□ロロロ

ロロロロ

入り口

段差がないデザインをする｡

(a)バリアフリーデザインの例 (b)ユニバーサルデザインの例

図3 バリアフリーデザインとユニバーサルデザインの考え方

(a)では今あるバリアを除去,緩和し,(b)では,初めからだれ

にもバリアのないデザインを考える｡

スカロライナ州市大学･ユニバーサルデザイン研究所

長)により,｢ユニバーサルデザイン+の考え方が提唱され

た｡この考え方では,ユニバーサルデザインとは｢最大限

可能なかぎF),すべての人々にとって利用しやすいデザ

イン+とされておF),最近では,｢バリアフリー+を発展さ

せた考え方として広がむ)つつある｡

この二つの概念の違いを図3に示す｡建物の入り口の

デザインに例えると,何回(a)のように入F)口が地面よ

りも高いと,階段があるので辛いす使用者は出はいりで

きない｡そのため,あとからスロープを付けて山はいり

できるようにする｡このように,障害者などに対して,

今あるバリア(障壁)を除去,緩和する手法が｢バリアフ

リーデザイン+である｡一方,同図(b)のように,階段を

使わなくてすむように,最初から地面と入りr‾Iとの段差

がない建物をデザインしておけば,中いす使用者はもち

ろんのこと,足腰の弱い人や高齢者･健常者も安全に出

はいF)できる｡このように,-･人でも多くの人が使える

ように最初からデザインしておくという手法が｢ユニバー

サルデザイン+である｡

バリアフリー製品の社会的広がりと進歩

バリアフリーデザインは,障害者のバリア除去･頼和

という考え方で発展してきた｡その後,この考え方は,

障害者のための専用品だけではなく,健常者･高齢者と

の共用品にまで広がりを見せている｡共用品とは,｢身

体的な障害･機能低下のある人も,ない人も共に使いや

すくなっている製品やサービス+(財団法人共用品推進機

構)のことを言う｡その領域の考え方を図4に示す｡

専用品には,補聴器や白つえ,尊いすなど,障害者･
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注:

H(コミュニケーション)

◆-◆(移動) 家庭･住宅

共用晶
で≡きミニ､

健常者

にとって使いやすいもの

高齢者

にとって使い

やすいもの

障害者･

要介護高齢者

にとって使い

やすいもの

専用品

(福祉機器)

図4 共用晶の領域

障害者･高齢者･健常者などにとって,ともに使いやすくなっ

ている製品の領域を示す｡

要介護高齢者のための福祉機一指がある｡一方,共用品で

は,例えば視覚障害者を配慮したテレホンカードの切り

欠きなどがある｡これらは,視覚障害者だけでなく,健

常者や高齢者にも有効である｡また,もともと肢体不自

由者に配慮したl]動洗浄機能付き便座は,今では,--･般

のトイレにもかなり普及している｡このように,バリア

フリーデザインの発想から生まれた共用品は着実に社会

的広がりと発展を見せており,今後は,さらに積極的な

ユニバーサルデザインのアプローチへと進化させる必要

がある｡

同時に,国や業界のレベルでも,ハートビル法(高齢

者･障害者が円滑に利用できる特定建築物促進に関する

法律)をはじめ,バリアフリー環境の整備に関する標準

化や規格化の動きも活発化してきている(｡例えば,2000

年度にはJIS(R本⊥業規格)による家竜製品などの触覚

記号に関する指針が規定され,交通関係では交通バリア

フリー法案が閣議決定されるなど,法律化による促進は

ますます進むものと予測する｡

日立グループのバリアフリー製品への

取組み

超高齢社会を迎える今後は,高齢者と障害者の社会進

出がますます加速されてくるものと考える｡そのため,

共用品･専用品の使われる場は,生析者の家庭･住宅か

ら,駅･空港などの交通ターミナルや,さまざまな公共

施設へとさらに広がっていくものと予想される｡また,

それぞれの場では,移動やコミュニケーション(情報受発

`イノー､､､､＼駅･空港などの

ターミナル

◆---一一--･ト

◆---→

公共施設

図5 共用晶･専用品の使われる場と用途の関係

共用品･専用品のデザインでは.それぞれの場での使われ方と

移動･コミュニケーションに対する視点が大切である｡

信)の容易さも高齢者･障害者には大切な要素である｡

これらの場と移動･コミュニケーションの関連件を図5

に示す｡

このような社会背景の中で,口立グループは,それぞ

れの場と川途に視点を置いたバリアフリーデザインの発

想から,さまざまな共川品･専用品の開発を進めている｡

これらには,例えば,家庭･住宅の場をlトL､とした健常

者･高齢者のための共臥品や,家庭･住宅,駅,雫港,

公共施設を中心とした健常者･高齢者･障溝二者のための

共川ん1,およびコミュニケーションを中心とした障害者

のための専用11才一などがある｡これらの開発事例を図6に

示す｡何回巾,駅での経路誘導システムと,雫港での情

事悶品末およびロケーション管理は,開発中の事例である｡

これらに加え,アミューズメントパークや公共施設用に

開発した,映像･音と座席の動きを連動させることによ

って仮想現実体験のできる｢シミュレーションライド+の

バリアフリー対ん占も研究巾1である｡

バリアフリーデザインのプロセス

バリアフリーデザインのアプローチは今後さまざまな

製品デザインに必要であり,そのプロセスや手法の確立

が課題である｡

口立製作所は,1998年6月に｢エレベーターのバリアフ

リーデザインの研究+を開始した｡そのプロセスとノウハ

ウについて以下に述べる｡

5.1擬似体験

まず,エレベーターを利用し,デザイナー自身が障害

者･高齢者の擬似体験を行った(図7参照)｡擬似体験に

は,車いすに乗ったり,高齢者擬似体験ツールを身に着

けたりしてみるなどの方法がある｡このプロセスのH的
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掃除機
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冷蔵庫
システムバスル】ム

システムキッチン
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やすいもの
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｢伝の心(でんのしん)+
"Mimehand(マイムハンド)”

｢Groupmax電子メール+

[

[
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全自動洗濯機
ジャー炊飯器
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エレ/ヾ-ター

エスカレーター
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情報端末

ロケーション管理

ホームページ
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個人金融決済システム
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注:略語説明
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Machine)

図6 日立グループの共用

品･専用品の製品開発事例

日立グループのバリアフリー

製品には,健常者･高齢者のた

めの共用品や,健常者･高齢

者･障害者のための共用品,お

よびコミュニケーションを中心

とした障害者のための専用品な

どがある｡

は,まず,デザイナーや開発者白身に移動制約者の困難

さの一部を体験させることにより,問題解決の意識を向

卜させることにある｡

5.2 ユーザー調査

5.2.1.フィールド調査

次に,数名の障害者モニターに実際にエレベーターを

利川してもらい,デザイナーが間近で観察やヒアリング

を行うフィールド調査を行った｡この調脊によl),例え

ば,視覚障害者でも全盲者と弱視者では不便さが異なる

顔
図
7

疑似体験の様子

各種ツールを用いて障害者･高齢者の不便さを体験する｡

など,ふだんは気づかない問題点を数多く抽出した｡フィ

ールド調査の目的は,デザイナーや開発者自身がユーザ

ーの困難さを実感することであり,また,これらのユー

ザーに同行することにより,意外な問題点やアイデアの

芽が出てくる可能性がある｡

5.2.2 アンケート調査

フィールド調査でも問題点は抽出できるが,それらは,

あくまでもその人個人の問題点である｡そのため,客観

的,定量的に問題点を抽出することを目的として,エレ

ベーターの使い勝手についてアンケート調査を行った｡

この調査では,高齢者,幸いす利川者,外国人,および

一般健常者の合計358人を対象とした｡そして,各質問

に対する集計結果を分析し,ユーザー間の優位差を比較

することにより,ユーザー特有のニーズを引き出した｡

この調査では,例えば,車いす使用者が一般健常者より

も強く感じている不浦･不便さとして,｢戸が開いてか

ら閉まるまでの時間が短すぎる｡+といったような問題点

を抽出した(図8参照)｡アンケート調査の目的は,あく

までも客観的,定量的に調査し,問題点を正確に把擬す

ることである｡また,これらのデータは,製品開発のと

きの強力な指標となる｡
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戸が開いてから閉まるまでの時間が短すぎる｡

0% 50% 100%

49% 25% 26%

車いす

使用者

一般
健常者

16% 60% 24%

(N=車いす使用者96人,一般健常者135人)

注=[コ(はい),[=](いいえ),[=](その他)
図8 アンケート調査結果の例

健常者との優位差比較から,障害者･高齢者の不満･不便さを

抽出する｡

5.3 コンセプト立案

ユーザー調査で抽出した問題点の分析から,目標とす

る基本コンセプトをたてる｡エレベーターでは,有償付

加となる項口は除き,あくまで標準仕様としてのバリア

フリー対応をコンセプトとし,そのために,特別なもの

ではなく,共脚生の高いデザインを目標とした｡

5.4 アイデア展開

コンセプトを具現化するために,利川する場面や対象

ユーザーなどの視点から,要素別アイデア展開を行う｡

そのアイデアの例を図9に示す｡アイデア展開では,共

用性という観点から,対象ユーザーを広げて考えるなど

のブラッシュアップが人切である｡

ノノ/‾ノ‾‾＼

7

＼､､′ /

＼

＼

鐙

5

到着時点滅式行き先階ボタン

図9 アイデア展開の例

行き先階に着く少し前に行き先階ボタンが点滅して到着を予告

する,弱視者の視点から発想したアイデアの例を示す｡

5.5 評価検証

次に,アイデア展開で得られたものがユーザーにとっ

てほんとうに有効なのかを検証するために,ユーザーに

よる評価検証を行った｡これは,障害者や高齢者などを

対象とするバリアフリーデザインでは,最も重要なプロ

セスである｡

まず,評価検証を行うにあたり,事業化優先度や評価

‾方法の難易度から,検証アイテムを絞り込んだ｡さらに,

そのアイデアが有効と思われるユーザーを評価対象者と

する｡ここで注意が必要なのは,バリアフリーデザイン

の特徴として,さまざまなユーザーが共用するという点

である｡例えば,道路に施設される点字ブロックは視覚

障害者のためのものであるが,辛いす利用者にとっては

IUl凸面が通行の障苫になるなど,アイデアによっては逆

に使いにくくなるユーザーがいることを考慮すべきであ

るt〕つまり,副作用が出る可能性のあるユーザーについ

ても評価を行う必要がある｡)

次に,評価模型や評価項目を作成する｡障害者は視

覚,聴覚,触覚まで使って評価を行うので,模朝廷で人切

なのは,できるかぎり原寸で,リアルに作ることである｡

その模型と評価風景を図10に示す｡

また,評価の際のヒアリングの方法も,本音を聞き川

すために大切なノウハウである｡例えば,卓いすの人と

話をするときは,かがんで視線の高さを合わせると,相

手もリラックスして話ができる｡

評価後の分析では,それぞれのアイデアの評価と課題

を整理し,総合評価したうえで,事業化への方向性を明

確にした｡なお,このエレベーターの研究成果は,現在,

実際の製品での採用に向けて検討11‾1である｡

㌣感:′蓬∴受章:
農畜箋表

藁議

(a)

:〆㌣〆一

(b)

図10 評価模型(a)と評価の様子(b)

視覚,聴覚,触覚それぞれで情幸附巴握ができるようにするため

に,評価模型はできるかぎり原寸で,リアルに作る｡
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おわりに

ここでは,バリアフリーデザインの概要と口立グルー

プの取組み,およびデザインプロセスについて述べた｡

これまでの研究を通して,バリアフリーデザインの手

法は,共用品の開発にも有効なことがわかった｡例えば,

図9に示した｢到着時点滅式行き先隅ボタン+のアイデア

は,もともと弱視者の光の点滅による視認性向上をH的

に発想したものである｡これが,評価検証では,到着予

告機能として高齢者にも有効なことがわかった｡つまり,

特定ユーザーのバリアを除去したものが他のユーザーに

も有効であれば,共用範囲が広がる｡共用件の高い製

品･システムは,その市場規模がそれだけ大きくなるの

は言うまでもない｡

このような共用性の高いデザインを実現するためには,

ユーザー調査やユーザー評価の手法を確立し,実行する

ことが基本となる｡そのうえで,機器へのアプローチの

しやすさ,操作の容易さ,情報認知のしやすさなどの視

点でのデザインのためのガイドラインを策定することが

重要である｡今後も,公共,家電,情報など広い分野

で,｢一人でも多くの人が共に佗やすいデザイン+を口標

に,バリアフリーデザインのノウハウのいっそうの研鍔

(さん)を積んでいく考えである｡
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